破りの 悪者な どが とかく 山間 を 選んで 横行し がちで あ 

るから、 たしかに 自衛の 必要が あった。 また 上野 (コ 

ゥ ズケ) というと ころ は 史書に よると 最も 古くから 武 

の 伝統 ある 一族が 土着して いたと ころで、 都に 事が あ 

ると 上野の 軍兵が 大挙 上京した リ、 また 都に 敗戦して 

上野へ 逃げて 散ったり している 記録な どが ある。 察す 

るに、 そういう 一族が この 山間に 散 じ 隠れて 剣 を 伝承 

する に 至 つたの かも 知れない と 考えて みる こと もで き 

る。 ダムの 底に 沈もうと している 藤 原な どと いう 部落 

は 特に 剣の さかんだった ところ だが、 言葉 なぞ も 一 風 

変って いるそう だ。 



沼田から 尾 瀬 沼の 方へ 行く 途中に 追 貝 (ォッ カイ) 

という 里が ある。 赤 城 山と 武尊 山に はさまれた 山中の 

里で あるが、 この 山中で はこの 里が 中心の ようになつ 

ている。 

い つ の 頃から か 追 貝に 風の 如くに 現われて 住み つ い 

た 山男が あった。 剣 を 使う と、 余りに も 強い。 村民す 

ベて 腕に 覚えが あるから、 相手の 強さが 身にしみて 分 

るので ある。 しかも 学識 深く、 オランダの 医学に 通じ 

て 仁術 を ほどこし、 人格 は 神の 如くに 高潔であった。 

ただ 時々 行方不明になる。 そのと き 彼 は 附近の 山中に 

こもって 大自然 を 相手に 剣 技を鍊 磨して いるので ある 



は 柔軟で よく 回る から、 素手で 組みつ くと、 どう 組み 

伏せても 嚙 みつかれて 勝 味がない。 小さいながら も 房 

吉 はと ッ さに 思案した。 敵のお 株 を 奪う に 限る と 考え 

て、 やにわに 犬の ノド 笛に かみつい たので ある。 そし 

て 犬の ノドを 食い 破って 殺して しまった。 血 だらけで 

戻った から 家人が おどろいて、 

「どうしたの だ」 

「これこれで、 犬 を嚙み 殺して きました」 

「ケガ はない のか」 

「さ ァ、 どうで しょうか」 

身： K: の 血 を 洗い 落して みると、 どこに もケガ をして 



り 立てに くる 男に 犬 坂 伴 五郎と いう 御家人が あ つ た。 

貧乏 御家人 だが 剣で は 名の ある 使い手であった。 ちか 

ごろ 江戸で は 田舎侍に 腕の 立 つ ゴロ ツキが 多くな つ て、 

吉原 なぞで もと かく 旗本 は 気勢が あがらない。 田舎侍 

に 一 泡 吹かせて やりたい もの だと かねて 思って いたが、 

この 伴 五郎が 房 吉に目 をつ けた。 とにかく 滅法 強い。 

法 神 流 は そもそも 剣の 使い方が 根本的に 他流と ちが つ 

ている。 身体 全体が 剣で あり 武器で ある。 場合によつ 

て は 頭で も 突く、 足で も 蹴る で 変幻自在、 機に のぞみ 

変に 応じて きわまる ところがない。 したがって その 練 

習 量 は 他流の 问倍问 十； an とか けられて いるから、 ここ 



山 崎 は 槍ナギ ナタに まもられて 庭へ 降り、 

「房 吉。 用意 はいいな。 師弟の 縁に よって、 伊之吉の 

無念 を はらして つかわす。 神道 了 $ 流の 太刀、 受ける 

ことができ るかな。 それ、 存分に 食う がよ い」 

太刀 を ふり かぶ リ、 まだ 房 吉が刀 も 抜いて いない か 

ら、 これ 幸いと いきなり 打って かかった。 その 瞬間に 

房 吉の刀 はサャ をぬ けて 走った。 

房吉が 先に 刀 をぬ いて 相手の 出 を 待てば、 弓 鉄砲の 

洗礼が 先に 来た かも 知れぬ ところ。 運 を 天に まかせ、 

わざと 刀 をぬ かずに 出 を 待った 房吉 苦心の 策。 しかし、 

神技 怖るべし。 溝え た 刀 を ふり 下した 山 崎よりも、 刀 
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